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（縦覧用）  平成２５年６月２４日、第２２回中標津町農業委員会総会を中標津町議事堂において開催、 農業委員を招集する。 
 

       本日出席した委員 １番   中 村 正 生 ２番   笠 原 康 博 ３番   房 川 喜 洋 ４番   氏 家 康 夫 ５番   杉 本 公 也 ６番   柴 野 忠 征 ７番   滝 本   広 ８番   本 田  信  幸 ９番   本 田 芳 明 １０番   國 見 正 則 １２番   小 沼   悟 １４番   重 松 秀 光 １５番   纓 坂 尚 久 １６番   金 刺 健四郎 １７番   安  田     稔 １８番   戸 田 重 勝 
                  本日欠席した委員 １１番   久 保 伸 一 
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附議した案件 議案第１０４号 農地法第３条の規定による許可申請について 議案第１０５号 農地法第５条の規定による許可申請について 議案第１０６号 現況証明願いについて 議案第１０７号 農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定につ いて 議案第１０８号 農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認につい て 報告第 ７０号 農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について 報告第 ７１号 農地法第１８条第６項の規定による解約通知について 報告第 ７２号 農地法第５条許可書の交付について 報告第 ７３号 農業経営改善計画認定について 
 

 本日出席した職員 事 務 局 長   原 田 武 志 農 地 係 長     奥 山 正 行 庶 務 係 長   若 森 修 二 係      本 間 光 代   
                （開 会   １０時３２分） 

 議   長     定刻になりました。 ただ今の出席委員は１６名でございます。 定足数に達しておりますので、会議は成立致します。 ただ今から、第２２回中標津町農業委員会総会を開会致します。 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりでございます。 議事日程に従い、ただちに会議に入ります。 日程１、「議席の決定について」を議題に供します。 計根別農協理事改選により、太田委員に代わり委員となりました本田芳明委員の議席は、会議規則第８条第２項の規定により、前任者の議席９番と致します。 日程２、｢議事録署名委員の指名について｣を議題に供します。 会議規則第２ ４条第２項の規定により、議事録署名委員は議長において指名を致します。 １４番、重松 秀光 委員。 １５番、纓坂 尚久 委員。  以上、２名を指名致します。 日程３、「専門委員会の所属について」を、議題に供します。 本田芳明委員の専門委員会の所属は、前任者が所属していた「農地委員会」と致したいがご異議ございませんか。 
 



 3 

全委員   異議なし        議   長   ご異議ないものと認めます。 よって専門委員会の所属は「農地委員会」と致します。 日程４、「地区推進班の担当地区について」を議題に供します。 本田芳明委員の担当地区は前任者が担当していた、第４、第５地区と致したいがご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし        議   長   ご異議ないものと認めます。 よって担当地区推進班は、第４、第５地区に決定致しました。 日程５、会務報告を事務局長から報告致します。 事務局長。 

 事務局長  ５月２４日の総会以降につきまして会務報告を致します。 項目につきましては、お配りの資料をご覧いただきたいと思います。 最初に、計根別農協の通常総会が５月２９日に開催され、２５年度事業計画などが審議されております。会長不在のため、代理が出席しております。 次に、５月３０日に東京日比谷公会堂を会場として平成２５年度全国農業委員会会長大会が開催されました。全国から農業委員会会長、都道府県農業会議役職員など関係者が出席し行われました。 中標津町からは会長、事務局長が出席しております。 大会前に、第５回耕作放棄地発生防止・解消活動表彰式が執り行われ、農林水産大臣賞１団体、農村振興局長賞１団体、全国農業会議所会長特別賞２団体、外６団体が表彰されました。 大会は主催者挨拶の後、来賓として長島農林水産大臣政務官、森山衆議院農林水産委員長、中谷参議院農林水産委員長から挨拶がありました。 前年度同大会以降の経過並びに情勢についての報告に引き続き、議事に入りました。議案は、基本農政の確立に向けた提案決議、国益を守れないＴＰＰ交渉に反対を求める要請決議、農業委員会活動の更なる取り組みに関する申し合わせ決議、情報提供活動の一層の強化に関する申し合わせ決議、第２２回農業委員統一選挙に関する特別決議、最後に全国農業委員会会長大会実行運動計画の五つの議案が提案され審議し、原案のとおり承認されたところであります。 同じく５月３０日に北海道農業会議主催によります、北海道選出国会議員要請集会が星陵会館で午前中開催され、全道より総勢１７０名が参加し、ＴＰＰ交渉及び地域の実態に即した政策実現に関する要請を国会議員１８名及び議員秘書の出席を頂き、与党・野党別に行っております。 また、全国大会終了後、根室地方農業委員会連合会と釧路地方農業委員会連合会合同で、地元選出国会議員１名に対し、代議士と面談により独自要請を行っております。 次に、町農業委員会・両農協で組織しております、中標津町農業後継者対策協議会の総会を６月３日役場２０１号会議室にて開催しております。平成２４年度事業報告、
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平成２５年度事業計画等が審議され、決定されました。２５年度計画では、道外、道内女性を対象とした夏季交流会の開催、北海道農業青年と関西女性との交流会推進協議会が主催します１１月の交流会参加の取組み、冬季間の短期交流会の開催など、農業青年と女性との出会いの場の拡充について協議しております。 次に、北海道農業者年金協議会の平成２５年度第１回理事会が６月６日札幌市で開催され、２５年度総会に向けた提出議案の審議が行われております。 理事として会長が出席しております。 次に、中標津町農協の通常総会が６月７日に開催され、平成２５年度事業計画が審議されております。会長が出席しております。 次に、６月１０日から１３日の日程で道外視察研修を農業委員１３名の出席により開催しております。 富山県南砺市のファーム八乙女では集落営農、岐阜県高山市の和仁農園では耕作放棄地解消と企業参入、愛知県半田市のエルファーム・サカキバラでは農業生産法人のメガファームと６次産業の取り組みについて各団体の代表などから説明を受け研修して参りました。今後の農業委員会活動に活かして行くところでございます。 次に、中標津町議会６月定例会が６月１７日から２１日まで開催され、一般行政報告、教育行政報告、一般質問に引き続き、補正予算、条例の一部改正等が審議され可決決定しております。 本会議が開かれた１７日に会長が出席しております。 次に、中標津町農業者年金協議会代議員総会が６月１７日役場２０２号会議室で開催され、昨年度の農業者年金の加入促進実績、事業報告、収支報告、及び２５年度の事業計画を協議し決定しております。 最後に、第３４回北海道農業者年金協議会総会が６月２１日に札幌で開催され、会長が出席しております。 総会に先立ち表彰が行われ、新規加入者数部門、女性新規加入者数部門、政策支援新規加入者数部門のすべての部門で別海町農業委員会が第１位受賞となっておりました。 総会では平成２４年度の事業報告、平成２５年度事業計画などが審議され、決定されております。また協議事項では、農業者年金制度の充実に関する要望について協議され、原案のとおり決定したところであります。 以上、会務報告と致します。  議  長  以上で会務報告を終わります。 日程６、報告第７１号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 （挙手あり） 農地係長。 
 農地係長  報告第７１号「農地法第１８条第６項の規定による解約通知について」事務局よりご説明申し上げます。 議案の６１ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読） 
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 （ １ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町俵中               ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町俵中               ○ ○ ○ ○ ２．解約する土地 所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 ９５，６７７ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 ２，１５５ 〃 計２筆 畑 ９７，８３２  ３．利用権の種類    使用貸借権 ４．契約期間      平成２５年１月１日から平成３４年１２月３１日まで ５．合意解約成立の日  平成２５年５月２３日 ６．解約の理由     合意解約 
  この案件については、議案第１０７号（９）に関連するもので、現在使用貸借中の農地を一部売却することとなったため、期間内解約するものです。 （以下、議案資料を朗読）  （ ２ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町字武佐              ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字武佐              ○ ○ ○ ○ ２．解約する土地 所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 ９５，６４２ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 ５，０７３ 〃 ○○○○○○ ○○○○ 〃 ５０，５６５ 〃 計３筆 畑 １５１，２８０  ３．利用権の種類    使用貸借権 ４．契約期間      平成２５年１月１日から平成３４年１２月３１日まで ５．合意解約成立の日  平成２５年６月６日 ６．解約の理由     合意解約 
  この案件については、議案第１０７号（１３）に関連するもので、現在使用貸借中の土地を近隣農家に賃貸するために、一旦期間内解約するものです。 （以下、議案資料を朗読）  （ ３ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町南中              ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町南中              ○ ○ ○ ○ ２．解約する土地 所 在 地 番 現況地目 面 積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 畑 ４６，９５９ 牧草畑 ３．利用権の種類    使用貸借権 ４．契約期間      平成２３年３月２２日から平成３３年３月２１日まで ５．合意解約成立の日  平成２５年６月１０日 ６．解約の理由     合意解約 
  この案件については、議案第１０７号（１２）に関連するもので、○○氏と○○氏
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で農地を交換利用する申し出に伴い、現在使用貸借中の農地を期間内解約するものです。 以上でございます。 
 議  長  以上で報告を終わります。 日程７、議案第１０４号「農地法第３条の規定による許可申請について」を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 金刺委員。 

 金刺委員  １６番金刺です。 上程になりました議案第１０４号「農地法第３条の規定による許可申請について」(１)について説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字豊岡          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字豊岡          ○ ○ ○ ○                          ○○○○ ○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ５７，１４９ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ５６，８４７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １０２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，１２４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５０，５１６ 〃 〃    ○○○○ 山林 〃 ９，１０４ 〃 〃    ○○○○ 畑 〃 １１，５７６ 〃 〃    ○○○○ 山林 〃 １７９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２４３ 〃 〃    ○○○○ 畑 〃 ４９，０５７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２６，５１０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６２，８９７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２０，９１３ 〃 〃 ○○○○ 原野 〃 ２，１４２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３，１９０ 〃 計１５筆  畑 ３５２，５４９  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  農業生産法人に使用貸借するもの  借 主  使用貸借を受け農業生産法人の経営を行うもの ４．権利を移転しようとする契約の内容   利用権の設定（使用貸借） ５．期 間  平成２５年６月２４日から平成３５年６月３０日まで ６．当事者の経営状況 経 営 地 構成員

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 経営形態 ○人 ○人    ○○○○ ７．見取図  別  紙 
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  この案件につきましては、経営を生産法人化にするため、○○○氏の全ての経営地を自ら経営する農業生産法人に使用貸借設定するものであります。 新たに農業生産法人となる○○○○○○○○は、○○○○を営み、それを含めた農業関連収入が主体となり、構成員○名は○○○氏･○○○○氏･○○○○氏であり、○名とも構成員要件･役員要件を満たす農業･農作業従事が見込まれることから、農業生産法人要件はすべて満たすものであり、別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、(１)の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 纓坂委員。 
 纓坂委員  １５番纓坂です。 議案第１０４号 (２)について説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町南中           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町南中           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 46,959の内 １２，９５９ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 １９，８３４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 29,752の内 １３，７５２ 〃 計３筆  畑 ４６，５４５  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  後継者へ再度使用貸借する  借 主  再度使用貸借を受けて農業経営を継続する ４．移転の方法   利用権の設定（使用貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成３３年３月２１日まで ６．当事者の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ７．見取図  別  紙   この案件につきましては、当該農地を貸し付けていた○○○○○○○○との賃貸借期間満了に伴い、引き渡しのあった農地について後継者へ使用貸借を再設定するものであります。 
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別添の調査書のとおり農地法第３条第２項の各号には該当しないため、許可要件のすべてを満たしていると考えます。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、(２)の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程８、報告第７０号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」を議題に供します。 （１）について、内容を地区推進班から報告願います。 （挙手あり） 金刺委員。 

 金刺委員  １６番金刺です。 報告第７０号「農地法第５条の規定による農地転用許可後の事業完了届について」(１)について説明致します。 ５９ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．届出人の住所、氏名  中標津町東              ○○○○○○○○ ○○○○ ○○○○ ２．許可年月日、許可番号 平成２４年６月２５日付 中農委５第４号 ３．許可地の所在  中標津町字当幌○○○○ 中標津町字当幌○○○○ ４．転 用 目 的  土砂採取 ５．事業計画の期間  平成２４年７月１日から平成２５年６月３０日まで ６．事業完了年月日  平成２５年６月１０日 ７．完了検査年月日  平成２５年６月１８日   この件につきましては、平成２５年６月１８日第３地区推進班において現地確認をしまして、計画通り整地され良好な状態で完了されていたことを確認しております。 以上でございます。 
 議  長  報告が終わりましたので、（１）の質疑を受けたいと思います。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 以上で事業完了届についての報告を終わります。 
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日程９、議案第１０５号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 議案第１０５号｢農地法第５条の規定による許可申請について｣（１）について説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．当事者の住所、氏名 貸 主 中標津町字当幌          ○ ○ ○ ○ 借 主 中標津町東            ○ ○ ○ ○ 

       ○○○○ ○○○○ ２．許可を受けようとする土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○ ○○○○ 原野 畑 25,046の内 １６，２２６  〃 ○○○○ 畑 〃 27,722の内 ３，５１７  計２筆  畑 １９，７４３  ３．許可を受けようとする事由  砂採取のため ４．転用の期間   平成２５年８月１日から平成２６年７月３１日まで ５．権利の種類   使用貸借権 ６．採 取 量   砂 ４０，８５３㎥ ７．最 大 切 深   １２．８３ｍ ８．見 取 図   別 紙   この案件につきましては、砂採取のため申請があったものです。 申請地につきましては、平成２４年の採取地に隣接した農地であり、今回の申請面積については１９，７４３㎡となっております。 平成２５年６月１８日第３地区推進班による現地調査の結果、建設工事に必要な資源採取のための一時転用であり、採取後においては平坦な一団の農地として利用可能になることから、別添の農地法第５条調査書のとおり転用は止むを得ないものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかりいたします。 本案は原案のとおり北海道農業会議へ諮問することに、ご異議ございませんか。 
 全委員      異議なし。 
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議    長    ご異議ないものと認めます。 
            よって本案は原案のとおり、諮問致します。 日程１０、議案第１０６号「現況証明願いについて」を上程致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 小沼委員。 
 小沼委員  １２番小沼です。 議案第１０６号「現況証明願いについて」（１）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町東                ○ ○ ○ ○ ○○○○ ○○○○ （土地所有者 中標津町字武佐       ○ ○ ○ ○） ２．土地の表示 所 在 地  番 公簿 現  況 面 積 ㎡ 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 農地・採草放牧地以外 7,251の内 ８００ 農業用施設跡地 ３．申請の理由   仮設事務所一時設置のため ４．見取図 別紙   本案件につきましては、農業農村整備事業に必要な仮設事務所を一時設置するため申請があったものです。 当該地は農業用施設跡であり、農地としては使用されたことはありませんが公簿が畑のため、非農地の証明が必要なものであります。 申請地は農業振興地域内の農業用施設用地となっており、仮設事務所、作業機械置き場や、駐車場などに利用されている状況です。 平成２５年６月６日第１地区推進班で現地確認し、現況については農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものであります。 なお、工事期間は平成２５年９月３０日までとなっておりますので、期間満了後は事務所は撤去となります。 以上です。 

 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 議案第１０６号「現況証明願いについて」（２）について、説明致します。 １４ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読） 
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 （ ２ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町字豊岡         ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 農地･採草放牧地以外 １３，４４７ 原野 ３．申請の理由   地目変更登記のため ４．見取図  別  紙   本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 当該地は農業振興地域内の農用地区域に属し、南側に国道、周囲は林地と私道で囲まれた一団地で、地域一体の地力が極めて悪く耕作不適であり、１０数年前から農耕地に利用できず長年雑草等が茂っている状態となっております。 平成２５年５月２日第３地区推進班で現地確認し、現況については農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものであります。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（２）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 氏家委員。 

 氏家委員  ４番氏家です。 議案第１０６号「現況証明願いについて」（３）について説明致します。 １６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ ３ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町字当幌         ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 農地･採草放牧地以外 ３，２３７ 宅地 ３．申請の理由   地目変更登記のため ４．見取図  別  紙   本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 当該地は農業振興地域内の農業用施設用地となっており、現在は宅地及び農業用施設用地、駐車場などに利用されている状況です。 平成２５年６月６日第４地区推進班で現地確認し、現況については農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものであります。 なお、地目変更後は農家住宅を建設する予定であります。 
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以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（３）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （４）と（５）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。 （挙手あり） 戸田委員。 

 戸田委員  １８番戸田です。 議案第１０６号「現況証明願いについて」（４）（５）について、一括して説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ ４ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町字西竹         ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 ○○○ ○○○○ 牧場 農地･採草放牧地以外 ４５９ 山林 〃 ○○○○ 畑 〃 ５，６５２ 原野 〃 ○○○○ 牧場 〃 ２４１ 山林 〃 ○○○○ 畑 〃 １１，８９２ 宅地 〃 ○○○○ 〃 〃 ５，００４ 〃 ３．申請の理由   地目変更登記のため ４．見取図  別  紙   （ ５ ） １．申請人の住所、氏名   中標津町字西竹         ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 所 在 地 番 公簿 現 況 面積 ㎡ 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 農地･採草放牧地以外 ６，１００ 宅地 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，４４１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １，５４２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４，１７７ 〃 ３．申請の理由   地目変更登記のため ４．見取図  別  紙   本案件につきましては、地目変更登記のため申請があったものです。 ○○、○○両氏の離農に伴い、農地保有合理化事業を利用するにあたり、全ての農地を選定し農地以外の部分を精査するものであります。 公簿が農地で、現況が山林･原野となっている部分、住宅周りの農地の内、農業用施設等農地以外に利用している部分を分筆し地目変更するものです。 第４地区推進班で土地評価時に現地を確認し、農地・採草放牧地以外の土地であると判断したものです。 
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以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（４）と（５）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本案は原案のとおり決することに、ご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程１１、議案第１０７号「農業経営基盤強化促進法第１８条の規定による農用地利用集積計画の決定について」を上程致します。 なお、本案件につきましては（１）と、（２）から（８）と、（９）から（１８）の３回に分けて審議を致します。 （１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 小沼委員。 

 小沼委員  １２番小沼です。 議案第１０７号（１）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区              ○ ○ ○ ○                           ○○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字武佐             ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ２６，０４５ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ２３，４７２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４８，８２９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １６，２３５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４６，３０１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １１，６２５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５，９１７ 〃 ○○○○○○○ ○○○○ 〃 〃 １６，５７３ 〃 ○○○○○○○ ○○○○ 〃 〃 １０，５５７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２２，０３１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２８，４８６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ９２９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ７，５１５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２８ 〃 
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〃 ○○○○ 〃 〃 １６９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２５３ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２４，９８０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４８，７３６ 〃 計２１筆 畑 ３３８，７５６  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格              ２４，５７１，５００円 ６．資金調達方法  農業経営基盤強化資金 ２４，５００，０００円            自己資金           ７１，５００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   この案件につきましては、平成２０年度農地保有合理化事業において○○○○○○○○が買入した農地を、あっせん協議において決定した借主に賃貸借していたものであります。今年で５年間の賃貸借契約期間が満了することから、借主に売り渡すものでございます。 別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （１）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 ここで、会議規則第１６条の規定により、○○○○○○○○の退席をお願い致します。 （○○○○○○、退席） （２）から（８）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 氏家委員。 

 氏家委員  ４番氏家です。 議案第１０７号（２）から（８）について、説明致します。 
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なお、譲渡人が同一のため、（２）から（７）まで一括説明し、その後（８）を説明致します。 ２６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ ２ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区              ○ ○ ○ ○                           ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字計根別            ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ２３，３８５ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ４，５２６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５，３０９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３，３２０ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １，６８２ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５１１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ７，７６８ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３，１９８ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６，０８９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２４，５６７ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １５，６８５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，２４６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ６，５２１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３９ 〃 〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 ４，３５０ 採草放牧地 畑 １０４，８７２  計１６筆  １０９，２２２㎡ 採草放牧地 ４，３５０  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ７，４２２，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ７，４００，０００円            自己資金       ２２，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   （ ３ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区              ○ ○ ○ ○                           ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字計根別            ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 
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地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ３７，１６８ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ６９６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ３１，６０９ 〃 計３筆 畑 ６９，４７３  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ４，９１３，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ２，０００，０００円            自己資金    ２，９１３，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   （ ４ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区              ○ ○ ○ ○                           ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字計根別            ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ４９，２９７ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ３，３５２，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ３，３００，０００円            自己資金       ５２，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙  （ ５ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区           ○ ○ ○ ○                           ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字計根別         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ４４，６２３ 牧草畑 



 17 

〃 ○○○○ 〃 〃 １，７２９ 〃 計２筆 畑 ４６，３５２  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ３，３３６，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ３，３００，０００円            自己資金       ３６，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   （ ６ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区           ○ ○ ○ ○                            ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字当幌          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 １１，８６７ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ３４，４８６ 〃 計２筆 畑 ４６，３５３  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ３，３３６，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ３，３００，０００円            自己資金       ３６，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙  （ ７ ）  １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 札幌市中央区            ○ ○ ○ ○                           ○○○ ○○○○   譲受人 中標津町字当幌          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ９，３１１ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ４５，６８４ 〃 計２筆 畑 ５４，９９５  
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３．許可を受けようとする事由   譲渡人  農地保有合理化促進事業により売り渡しするもの   譲受人  農地保有合理化促進事業により借受けしていた土地を買受するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  所有権の移転 ５．価   格           ３，７１１，０００円 ６．資金調達方法  スーパーＬ資金 ３，７００，０００円            自己資金       １１，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   この６件の案件につきましては、平成２０年度農地保有合理化事業において、○○○○○○○○が買入した農地を、あっせん協議において決定した借主に賃貸借していたものであります。 このたび５年間の賃貸借契約期間が満了することから、借主に売り渡すものでございます。 別添調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 （以下、議案資料を朗読）  （ ８ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 中標津町字計根別         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業  譲受人 中標津町字計根別         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地 番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 畑 畑 ９８８ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ４３，１７６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ５０，４１５ 〃 〃 ○○○○ 牧場 採草放牧地 １，１９４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ８９５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４，４６１ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １，６７１ 〃 畑 ９４，５７９  計７筆  １０２，８００㎡ 採草放牧地 ８，２２１  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  近隣農家に譲渡するもの   譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容   所有権の移転 ５．価 格                ５，２７３，０００円 ６．資金調達方法  農業経営基盤強化資金 ５，２７３，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ 
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８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   本案件につきましては、○○氏の離農に伴い経営地を譲渡したいとの申し出があったものです。 ２月２８日に地域あっせん会議を開催し、協議の末買主を決定したものであり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（２）から（８）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （２）から（８）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 

 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 （○○○○○○、着席） ○○○○○○に申し上げます。 本案は原案のとおり、可決されました。 （９）と（１０）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 中村委員。 

 中村委員  １番中村です。 議案第１０７号（９）（１０）について、説明します。 ３６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ ９ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 中標津町俵中           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   譲受人 中標津町字俵橋          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地 番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 原野 畑 ９５，６７７ 牧草畑 〃 ○○○○ 畑 〃 ２，１５５ 〃 計２筆  畑 ９７，８３２  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  経営規模縮小により離れ地を近隣農家に譲渡するもの   譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容 所有権の移転 
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５．価 格                ６，６５２，０００円 ６．資金調達方法  農業経営基盤強化資金 ６，６００，０００円   自己資金          ５２，０００円 
 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙   この案件につきましては、○氏より経営規模を縮小するため離れ地を譲渡したい旨の申し出があり、平成２４年１０月２４日にあっせん会議を開催し譲受人を決定したものであります。 別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断致しました。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ０ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町丸山            ○ ○ ○ ○   借 主 中標津町字俵橋           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面 積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 482,353の内 ３１，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 600,097の内 ２２，０００ 〃 計２筆 畑 ５３，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  賃借地を再調整し、賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成２６年３月３１日まで ６．価 格        年 １０６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 １０６，０００円 ８．借主の経営状況 経      営      地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑  ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙  本案件につきましては、１年ごとの賃貸借契約期間満了に伴い再設定していたものでありますが、当該地につきましては前回再設定の希望がなかったものであります。 今般地域調整により○○○氏が借り受ける事となったものであり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上です。 
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 議  長  説明が終わりましたので、（９）と（１０）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１１）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 金刺委員。 
 金刺委員  １６番金刺です。 議案第１０７号（１１）について、説明致します。 ４０ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ １ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   譲渡人 中標津町東当幌          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   譲受人 中標津町東当幌          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地 番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ２９，０４７ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ３６，５２５ 〃 計２筆  畑 ６５，５７２  ３．許可を受けようとする事由   譲渡人  賃貸借していた農地を近隣農家に譲渡するもの   譲受人  譲渡を受け経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容 所有権の移転 ５．価 格            ５，０４８，０００円 ６．資金調達方法  経済改善資金 ５，０００，０００円 自己資金      ４８，０００円 ７．譲受人の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 
農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ８．適 用  農 業 経 営 基 盤 強 化 促 進 事 業  ９．見取図  別  紙  この案件につきましては、現在賃貸借している農地について所有者である○○氏が現使用者へ売り渡す旨の申し出があり、協議の結果、現在の利用者に売渡しすることに決定したものであります。 別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１１）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１２）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  
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（挙手あり） 纓坂委員。  纓坂委員  １５番纓坂です。 議案第１０７号（１２）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ２ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町南中           ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町南中           ○ ○ ○ ○                          ○○○○ ○○○○ ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○ ○○○○ 畑 畑 46,959の内 ３４，０００ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 29,752の内 １６，０００ 〃 計２筆  畑 ５０，０００  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  交換利用継続のため、賃貸借するもの   借 主  交換利用継続のため、賃貸借するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成２６年６月３０日まで ６．価 格        年 ２０７，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２０７，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 構成員
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 経営作物 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙  この案件につきましては、○○氏と○○氏との間で交換利用するものであり、地域の同意も得ていることから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１２）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１３）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 國見委員。 
 國見委員  １０番國見です。 議案第１０７号（１３）について、説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  

 



 23 

（ １ ３ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字武佐         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字開陽         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ９５，６４２ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 ５，０７３ 〃 ○○○○○○ ○○○○ 〃 〃 ５０，５６５ 〃 計３筆  畑 １５１，２８０  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  離れ地を近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成２６年６月３０日まで ６．価 格        年 ２４７，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２４７，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   この案件につきましては、○○○氏より離れ地を賃貸したい旨の申し出があったものであります。 当該地については、○○氏の農地を通らないと耕作出来ず、隣接地所有の○○氏以外に利用できる農業者はいないことから○○氏に決定致しました。 別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１３）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 （１４）から（１８）について、地区推進班から議案の朗読と説明をお願いします。  （挙手あり） 笠原委員。 
 笠原委員  ２番笠原です。 議案第１０７号（１４）から（１８）について説明致します。 ４６ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ４ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 
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  借 主 中標津町字俣落         ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 山林 畑 73,908の内 １８，０００ 牧草畑 ３．許可を受けようとする事由   貸 主  期間満了により再設定するもの   借 主  期間満了により再設定するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成２６年６月３０日まで ６．価 格        年 ７２，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ７２，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、賃貸借の期間満了に伴い再設定するものであり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ５ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町りんどう町        ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ３４，５７３ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 １５，０６９ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ４９，９９５ 〃 ○○○○○ ○○○○ 〃 〃 ３４，０２８ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 １６，１３６ 〃 ○○○○○○○ ○○○○ 〃 〃 １０，９６３ 〃 計７筆  畑 １６０，７６４  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成３０年６月３０日まで ６．価 格        年 ６９２，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ６９２，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙 
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  この案件につきましては、○氏より所有農地の一部を近隣農家に賃貸したい旨の申し出があり、４月１６日にあっせん会議を開催し借主を決定したものであります。 別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断致しました。 （１６）（１７）につきましては貸主が同一のため、一括して説明致します。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ６ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ３６，８６２ 牧草畑 〃 ○○○○ 〃 〃 １４，８１６ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２２，５０６ 〃 計３筆  畑 ７４，１８４  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成３０年６月３０日まで ６．価 格        年 ３３２，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ３３２，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族
 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   （ １ ７ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○○ ○○○○ 山林 畑 ３，３５２ 牧草畑 〃 ○○○○ 畑 〃 ８，０２４ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２１，８３５ 〃 〃 ○○○○ 〃 〃 ２，１４９ 〃 計４筆  畑 ３５，３６０  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成３０年６月３０日まで ６．価 格        年 ８８，０００円 
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７．資金調達方法  自己資金 ８８，０００円 
 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者

 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 
10．見取図  別  紙   この案件につきましては、○○氏より所有農地の一部を近隣農家に賃貸したい旨の申し出があり、４月１６日にあっせん会議を開催し借主を決定したものであります。 別添の調査書のとおり、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているものと判断致しました。 （以下、議案資料を朗読）  （ １ ８ ） １．当事者の住所、氏名、年齢、職業   貸 主 中標津町字俣落          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業   借 主 中標津町字開陽          ○ ○ ○ ○ ○○歳 農業 ２．土地の表示 地  目 所 在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 利用状況 ○○○ ○○○○ 畑 畑 ４６，６２３ 牧草畑 ○○○○○○○ ○○○○ 〃 〃 ９，８４８ 〃 計２筆  畑 ５６，４７１  ３．許可を受けようとする事由   貸 主  離れ地を近隣農家に賃貸するもの   借 主  経営規模拡大するもの ４．権利を設定し、又は移転しようとする契約の内容  利用権の設定（賃貸借） ５．期 間  平成２５年７月１日から平成３０年６月３０日まで ６．価 格        年 ２３６，０００円 ７．資金調達方法  自己資金 ２３６，０００円 ８．借主の経営状況 経 営 地 家 畜 家 族

 

農従者
 畑 ㎡ 採草放牧地 ㎡ 計 ㎡ 牛 頭 ○人 ○人 ○○○○ ○○○○ ○○○○ ○○○ ９．適 用  農業経営基盤強化促進事業 

10．見取図  別  紙   この案件につきましては、○○氏より離れ地を近隣農家に賃貸したい旨の申し出があったもので、協議した結果、○○氏の所有地と地続きであり農地の集積が図られることから、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしているとものと判断致しました。 以上でございます。 
 議  長  説明が終わりましたので、（１４）から（１８）の質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） 



 27 

なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 （９）から（１８）の案件について、これを原案のとおり決することにご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 
 議  長  ご異議ないものと認めます。 よって本案は原案のとおり、可決されました。 日程１２、議案第１０８号｢農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について｣を議題に供します。 ここで、会議規則第１６条の規定により、○○○○○○の退席をお願い致します。 （○○○○、退席） 内容を事務局から説明願います。 （挙手あり）  農地係長。 
 農地係長  議案第１０８号「農地法第６条の規定に基づく農業生産法人の定期報告による要件の確認について」ご説明致します。 ５７ページをお開きください。 平成２５年度分と致しまして、○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○○、○○○○○○○○、○○○○○○○○○○○の５件の提出がありました。 記載の通りいずれも農業生産法人の要件を全て満たしているものであります。 以上でございます。  議  長  説明が終わりましたので、質疑に入ります。 （｢ありません｣の声多数。） なければ質疑を打ち切ります。 おはかり致します。 本件は承認することにご異議ございませんか。 
 全委員   異議なし。 
 議   長   ご異議ないものと認めます。 よって本件は承認されました。 （○○○○、着席） ○○○○に申し上げます。 本件は承認されました。 日程１３、報告第７２号｢農地法第５条許可書の交付について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。       （挙手あり） 農地係長。 
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農地係長  報告第７２号｢農地法第５条許可書の交付について｣事務局よりご説明致します。 先に開催した総会において承認されました農地法第５条許可申請につきまして、北海道農業会議より許可相当の答申があり、許可書を交付したので報告します。 ６５ページをお開きください。 （以下、議案資料を朗読）  ◎許可日   平成２５年５月２１日付 （ １ ） １．当事者の住所、氏名   貸 主 中標津町字武佐           ○ ○ ○ ○    借 主 標津町南              ○ ○ ○ ○ 
          ○○○○ ○○○○ ２．土地の表示 地  目 所  在 地 番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○○○ ○○○○ 畑 畑 4,919の内 ８４９  〃 ○○○○ 原野 〃 17,412の内 ８，３６８  計２筆  畑 ９，２１７  ３．許可期間  平成２５年５月２２日から平成２６年５月２１日まで   ◎許可日   平成２５年５月２１日付 （ ２ ） １．当事者の住所、氏名 譲渡人 中標津町字俵橋             ○ ○ ○ ○ 譲受人 中標津町東               ○ ○ ○ ○ ２．土地の表示 地  目 所  在 地  番 公 簿 現 況 面  積（㎡） 備 考 ○○○○○○ ○○○○ 畑 畑 ６９７．５  ３．許可期間  平成２５年５月２２日から永久   以上でございます。  議  長  以上で報告を終わります。 日程１４、報告第７３号｢農業経営改善計画認定について｣を議題に供します。 内容を事務局から報告願います。 （挙手あり）  農地係長。 
 農地係長  報告第７３号「農業経営改善計画認定について」事務局よりご報告致します。 議案の６８ページをお開きください。 今回については、平成２５年５月１５日付から平成２５年５月２８日付で、認定のあった者について記載しております。 新規認定者３名、再認定者１０名、計画認定変更者１名となっています。 以上です。  議  長  以上で報告を終わります。 
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以上で本総会に提出されました議案の審議は、すべて終了致しました。 これをもちまして、第２２回総会を閉会致します。 ご苦労様でした。 
 （閉会   １１時２７分） 
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 以上、本総会の顛末を記録し相違ないことを証するため、ここに署名する。 
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